
令和６年度　学校評価報告書（後期）

１　教育目標

２　学校経営方針

３　重点努力目標

 

４　アンケート・自己評価

生徒 保護者 教職員

1 教育目標の具現化 本校は、「自分で考え　正しく動く生徒の育成」を行っている。 86 76 97

2 積極的生徒指導
本校は、温かく生徒に寄り添い、正しく成長させようとする生徒
指導を行っている。

83 76 97

3 情報公開
本校は、学校だより、ホームページ、tetoruでの配信等をとおし
て情報公開を行っている。

93 94 100

4 いじめ対策 本校は、いじめの早期発見や防止のために対策を行っている。 64 64 89

5 不登校対策
本校は、不登校及び不登校傾向の生徒・保護者に寄り添い丁寧に
対応を行っている。

78 69 92

6 教科指導
本校の職員は、学力の基礎・基本を身につけさるために「わかる
授業」を行っている。

82 58 97

7 家庭学習
本校の生徒は、平日２時間以上の家庭学習（塾や家庭教師を含
む）を行っている。

59 35 33

8 特別支援教育
本校は、一人一人の特性を把握して、個に応じた教育活動を行っ
ている。

70 50 86

9 ＩＣＴ活用
本校は、タブレット端末等のＩＣＴ機器を活用した教育活動を
行っている。

83 77 86

10 学力調査活用
本校は、全国学力・学習状況調査や長崎県、大村市の学力調査を
活用した教育活動を行っている。

79 67 72

11 人権教育
本校は、人権学習や平和学習、道徳教育等をとおして、人権意識
を高める教育活動を行っている。

93 75 89

12 図書館教育
本校は、図書室やミライｏｎ図書館を活用した教育活動を行って
いる。

37 40 58

13 健康教育
本校は、各教科の授業や学校給食等をとおして、体力向上や健康
増進、食育等の取組を充実させている。

88 78 92

14 安全教育
本校は、各教科の授業や避難訓練等をとおして、交通安全や災害
対応等についての取組を充実させている。

88 80 97

15 ふるさと教育
本校は、ふるさと（校区・大村・長崎）の歴史や文化を学ぶ学習
を充実させている。

74 80 69

16 地域貢献活動
本校は、職場体験学習や地域行事等への参加をとおして、地域に
貢献しようとする生徒の育成を行っている。

87 86 95

17 多様性の尊重
本校は、多様性（ダイバーシティ）に配慮した教育活動を行って
いる。

70 65 83

18 国際理解教育 本校は、国際理解の充実を図る教育活動を行っている。 69 53 64

19 ＡＬＴの活用
本校は、英語の授業を中心として、ＡＬＴ（外国語指導助手）を
活用した教育活動を行っている。

85 74 94

※黄色の質問事項は大村市共通

大村市立桜が原中学校

領域 項　目 質　問　内　容
アンケート結果

分析及び改善策

郷
土
教
育
の
充
実

・敬老会や夏祭りなどの町内会行事に生徒を
参加させ地域貢献活動ができたが、７００名
を超える生徒すべての参加は難しいのが課題
である。次年度も地域貢献活動をとおして地
域との連携を強化していく。

社
会
の
変
化
へ
の
対
応

・１７～１９の項目について、学校運営協議
会の委員からは、「どのような取組をしてい
るかわからないので評価しにくい。」という
意見があった。これらの取組について生徒や
保護者、地域の方へ説明をしてから評価を依
頼するような方策を検討する。

（肯定的割合　％）

学
校
運
営

・「１学校教育目標の具現化」は、授業をは
じめ学校行事や式典等で伝え、実践してきた
ことで各者の評価が高かった。次年度も継続
し、さらに向上させる。
・「３情報公開」は、各者とも９０％を超え
る評価であった。次年度も充実させる。
・「２積極的生徒指導」及び、「４いじめ対
策」、「５不登校対策」は、教職員の評価に
比べて、生徒、保護者の評価が低かった。内
容の充実とともに実践状況を伝えていく必要
がある。その際、どちらも個人情報に配慮し
た取組を行う。

学
力
の
保
障

・「７家庭学習」は、各者とも評価が低い。
平日２時間以上の学習は、部活動を行ってい
る生徒にとっては、部活動終了時刻（18:30）
から就寝時刻（23:00頃を想定）までの４時間
余りで行うにはかなり困難である。そのた
め、学習の質を高めるための方策を検証し、
家庭学習へ生かしていく。
・「８特別支援教育」は、通常学級に在籍し
ている生徒でも、特性があり、人間関係の構
築やコミュニケーションに困り感を覚える生
徒が多数いる。特別支援教育部会等でこれら
の生徒への対応について支援体制を充実させ
る。
・「９ＩＣＴ活用」は、次年度、有効的な活
用について校内研修を行う。

心
の
教
育
の
充
実

健
康
・
安
全
教
育
の
充
実

NO.

　○令和６年度学校教育目標
　　・「 考動　～ 自分で考え　正しく動く　生徒の育成 ～　」
　○引き継がれている教育目標
　　・「 咲かそう  こころの花　 知恵の花　 健康の花 」
　　　　こころの花（徳：思いやりあふれる心）　　 　　 ⇔　友愛
　　　　知恵の花　（知：自ら考え、創り、解決する力）　⇔  探求
　　　　健康の花　（体：粘り強くたくましい体）　　　　⇔  明朗

　○日本国憲法、教育基本法に示された精神を遵守し、長崎県及び大村市の教育方針に基づき、生徒、保護者、教職員、地域の方がそれぞれ
    次のように思う学校になることを目指して教育活動を展開する。
　　・生徒が「行きたい」と思い、保護者が「行かせたい」と思う、魅力ある学校
　　・教職員が「やりがいがある」「本校の一員で良かった」と思う、誇りある学校
　　・地域の方が「応援したい」「共に子供を育てたい」と思う、開かれた学校

　友 愛　 ①自己有用感をもたせ、自己教育力を身に付けさせる。
　　　　　②人を思いやる気持ちを育て、冷やかしやからかい、いじめのない学校にする。
　　　　　③互いに切磋琢磨しながら成長する集団（学級、学年、生徒会、部活動）にする。
　探 求　 ①学習規律を身に付けさせ、家庭学習を充実させる。
　　　　　②夢や目標を明確にし、進んで学びに向かう態度を育成する。
　　　　　③物事を筋道を立てて考えたり、説明したりする力を身に付けさせる。
　明 朗　 ①明るく元気な挨拶にあふれる学校にする。
　　　　　②各学校行事に真剣に取り組ませ、達成感を味わわせる。
　　　　　③安全教育、健康教育、食育をとおして命の尊さを重んじさせ、命を輝かせる。

・「１３健康教育」は、各者とも高い評価で
ある。来年度は、学校給食について、残食の
減少やアレルギー対応、郷土料理の理解等を
とおして食育の充実を行う。
・「１４安全教育」は、次年度、日本赤十字
社の協力を得てＡＥＤ講習会を行う。

・「１１人権教育」は、生徒の意識が高く、
取組がしっかり伝わっていることを自信とし
て、さらに充実させる。
・「１２図書館教育」は、各教科や総合的な
学習の時間に図書室を活用することを増やし
ていく。また、ミライon図書館へ行くには時
間や交通費を費やすので、職員の方に来校し
ていただいたり、移動図書館のような書籍の
貸し出しを行っていただいたりできないかを
模索する。


